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慈 翠 舘 の 文 化 祭

　

平
成
二
十
五
年
度

　
　
　

福
祉
功
労
者
表
彰

　

滴
翠
会
の
各
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
に
対

す
る
本
年
度
の
表
彰
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茨
城
県
知
事
表
彰

　
慈
翠
舘
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

島　

田　

み
や
ま

全
国
救
護
施
設
協
議
会
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

・
勤
続
二
十
年

　
慈
翠
舘
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー　

大　

関　

恵　

子

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰

・
十
五
年
勤
務
表
彰

　

明
翠
苑
調
理
員　
　
　

古　

川　

百
合
子

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

慈
翠
舘
生
活
指
導
員　

立　

川　

静　

枝

　

明
翠
苑
調
理
員　
　
　

古　

川　

百
合
子

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
理
事
長
表
彰

　

慈
翠
舘
生
活
指
導
員　

立　

川　

静　

枝

　
慈
翠
舘
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

久
保
田　

景　

子
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

第
二
十
九
回

　
　
　

滴
翠
会
秋
季
運
動
会

　

穏
や
か
な
風
が
心
地
良
く
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
た
今
年
の
合
同
運
動
会
は
、
競
技
内
容

を
数
十
年
ぶ
り
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
歩
い
た
り
、
屈
ん
だ
り
と
い
っ

た
日
常
動
作
が
安
全
に
出
来
て
い
た
利
用
者

の
中
に
も
、
見
守
り
が
必
要
と
な
り
、
特
に
、

砂
地
で
の
競
技
で
は
転
倒
が
心
配
で
す
。
又
、

利
用
者
一
人
一
人
の
体
力
・
能
力
に
も
格
差

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
「
魚
釣
り
競
争
」
は
、
魚
を
釣
り

上
げ
た
ら
、
ゴ
ー
ル
ま
で
駆
け
ぬ
け
て
、
勝

敗
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
イ
ス
に

座
っ
た
ま
ま
行
い
、
早
く
釣
り
上
げ
た
魚
の

数
で
勝
敗
を
決
め
ま
し
た
。「
紅
白
玉
入
れ
」

も
イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま
行
い
ま
し
た
。「
ボ

ー
ル
リ
レ
ー
」
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
も
、
利
用
者
の
現

状
に
あ
っ
た
も
の
に
変
更
し
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で

楽
し
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

感
染
症
対
策

　

昨
年
は
嘔
吐
・
下
痢
・
発
熱
の
症
状
の
出

た
利
用
者
が
数
名
発
生
し
、
十
二
月
中
旬
よ

り
二
月
初
旬
ま
で
症
状
が
お
さ
ま
る
ま
で
隔

離
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
次
の

事
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

嘔
吐
・
下
痢
・
発
熱
等
何
ら
か
の
症
状
が

出
た
一
人
目
の
利
用
者
を
即
、
隔
離
し
、
早

め
の
受
診
を
行
う
。
他
の
利
用
者
へ
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
、
利
用
者
の
集
会
室
へ
の
出
入

り
を
禁
止
す
る
。
職
員
に
よ
る
隔
離
室
へ
の

出
入
り
や
嘔
吐
物
・
便
の
処
理
、
ト
イ
レ
消

毒
や
清
掃
の
際
に
は
、
使
い
す
て
の
ヘ
ア
キ

ャ
ッ
プ
・
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
・
マ
ス
ク
・
シ

ュ
ー
ズ
カ
バ
ー
の
着
用
を
義
務
づ
け
衛
生
管

理
を
徹
底
す
る
。
そ
の
他
職
員
の
家
族
か
ら

の
感
染
に
も
注
意
し
、
職
員
の
健
康
状
態
を

早
め
に
把
握
す
る
事
も
大
切
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
の
感
染
症
対

策
は
一
人
一
人
の
職
員
の
自
覚
と
そ
れ
に
伴

う
結
果
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

秋 季 運 動 会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
老
後
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
ま
す
。
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�
十
一
月
の
行
事

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
　

十
一
月　
　

七
日

　

出
張
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　

十
一
月　
　

九
日

　

文
化
祭　
　
　
　
　
　

十
一
月　

十
四
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
八
日

　

外
出
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

十
一
月
七
日
、
十
三
名
の
利
用
者
が
土
浦

市
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
出
か

け
ま
し
た
。
今
年
最
後
の
外
出
と
あ
っ
て
、

皆
さ
ん
、
お
菓
子
や
日
用
雑
貨
品
を
時
間
を

か
け
、
ゆ
っ
く
り
と
選
び
買
物
を
し
ま
し
た
。

　

食
事
は
ハ
ン
バ
ー
グ
や
と
ん
か
つ
等
、
メ

ニ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
「
ど
れ
に
し
よ
う
か
、

迷
っ
ち
ゃ
う
ネ
」
と
言
い
な
が
ら
注
文
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
、「
お
い

し
か
っ
た
」
と
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

遠　

足　

Ⅰ

　

十
月
二
十
二
日
に
八
名
の
方
が
う
な
ぎ
屋

へ
行
き
、
専
門
店
の
味
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
満
足
さ
れ
て
い
た
様
子
で
、

顔
も
ニ
コ
ニ
コ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遠　

足　

Ⅱ

　

十
月
三
十
日
に
温
泉
施
設
で
昼
食
と
観
劇

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

豪
華
な
食
器
で
見
た
目
も
き
れ
い
な
昼
食

の
お
弁
当
は
、
味
も
よ
く
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
残
さ
ず
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

観
劇
は
人
情
劇
で
し
た
。『
屋
敷
の
主
人

と
共
に
長
い
旅
か
ら
帰
っ
て
き
た
付
き
人
は
、

主
人
の
娘
の
態
度
が
豹
変
し
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
す
。
旅
に
出
て
い
る
間
に
、
娘
は
別

の
男
と
恋
仲
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の

男
は
付
き
人
の
生
き
別
れ
の
弟
で
し
た
…
。』

そ
の
物
語
に
皆
さ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

参
加
し
た
方
が
一
人
で
も
多
く
感
動
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
苑
外
活
動
を
今
後
も
行

っ
て
参
り
ま
す
。

つ く ば の 温 泉 施 設 へ 遠 足
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

全
国
救
護
施
設
研
究
協
議
大
会

　

十
月
の
三
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
、
兵

庫
県
神
戸
市
に
て
全
国
救
護
施
設
研
究
協
議

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
救
護
施
設
が
進

め
る
生
活
困
窮
者
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
基

調
報
告
や
、
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
、
現

況
と
今
後
に
つ
い
て
等
の
行
政
説
明
、
各
分

科
会
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
多

く
を
学
び
、
意
見
を
交
換
し
あ
い
ま
し
た
。

　

行
政
説
明
で
は
生
活
保
護
に
つ
い
て
よ
り

詳
し
く
学
ぶ
事
が
で
き
、
救
護
施
設
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
全
国
の
各
施

設
の
職
員
と
議
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
支
援
の
仕
方
、
地
域
移
行

へ
向
け
て
の
活
動
報
告
等
、
熱
く
語
り
合
う

事
が
で
き
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
仕
事
に
い
か
し
、
よ
り
良

い
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

十
月
五
日
に
石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館
に

て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
慈
翠
舘
で
は
、
利
用
者
二
十
六
名

と
職
員
八
名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

小
・
中
・
高
生
、
家
族
を
含
め
総
勢
五
百
九

十
八
名
が
集
ま
り
、
賑
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
個
人
種
目
が
行
わ
れ
、
魚

釣
り
競
走
や
玉
入
れ
な
ど
六
種
目
に
参
加
さ

れ
、
皆
さ
ん
一
等
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
石
岡
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
Ａ
Ｋ
Ｂ
�8
の
「
ヘ
ビ

ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
三
百
六
十
五
歩

の
マ
ー
チ
」
の
曲
に
の
っ
て
皆
さ
ん
楽
し
く

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
団
体
競
技
で
す
。
障
害
物

リ
レ
ー
・
綱
引
き
な
ど
四
種
目
で
競
い
合
い
、

優
勝
は
逃
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
準
優
勝

に
輝
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
、
優
勝

出
来
る
様
に
、
日
々
の
運
動
に
取
り
組
み
健

康
維
持
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス ポ ー ツ 大 会 へ 参 加 　 準 優 勝
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大
洗
宿
泊
旅
行

　

十
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、
利
用
者
十
五

名
職
員
七
名
で
大
洗
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
心
配
が
な
く
、
体
の
弱
い
方

や
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
が
参
加
さ
れ
て
い

た
の
で
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
日
程
で
の
ん

び
り
と
し
た
旅
行
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
ひ
た
ち
海
浜
公
園
で
シ
ー
サ
イ

ド
ト
レ
イ
ン
に
乗
り
、
広
い
園
内
を
周
遊
し

ま
し
た
。
ま
た
、
海
が
一
望
で
き
る
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
料
理
を
味
わ
い
、

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大

洗
水
族
館
で
ア
シ
カ
・
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
楽

し
み
、
館
内
の
お
魚
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
方
も
、

い
て
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
や
笑

顔
が
見
ら
れ
良
か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
一
日
〜
二
日

　

全
国
救
護
施
設
研
究
協
議
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
日
〜
四
日

　

県
救
護
施
設
交
換
研
修　

十
月　

十
七
日

　

会
計
事
務
担
当
者
研
修　

十
月
二
十
二
日

　

労
働
災
害
防
止
安
全
衛
生
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
九
日

　

�
十
一
月
の
行
事

　

文
化
祭　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　

三
日

　

文
化
祭
作
品
展
入
賞
者
食
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　

七
日

　

誕
生
会
・
勤
労
感
謝
祭　

十
一
月
十
九
日

宿 泊 旅 行 　 大 洗
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

口
腔
衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
苑

　

十
月
二
十
四
日
、
明
翠
苑
で
は
初
と
な
る

歯
科
衛
生
士
の
口
腔
衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
招
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
口
腔
ケ
ア
・
歯
ブ
ラ
シ
の
正
し

い
使
用
方
法
、
口
周
り
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
か
む
力
や
飲
み
込
む
力
の
維
持
な

ど
で
、
よ
り
専
門
的
な
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
中
に
は
初
体
験
の
方
が
多
く
、

口
腔
ケ
ア
後
に
「
口
の
中
が
す
っ
き
り
し
た

よ
、
ス
ー
ス
ー
す
る
よ
」
な
ど
、
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
又
、
そ
の
後
の
食
事
で
も
「
い

つ
も
よ
り
ご
飯
が
う
ま
く
感
じ
る
な
」
と
、

笑
顔
で
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

歯
が
な
い
方
、
舌
が
白
く
な
り
や
す
い
方
、

口
に
水
を
含
め
な
い
方
な
ど
、
そ
の
方
々
に

合
っ
た
口
腔
ケ
ア
を
、
利
用
者
だ
け
で
は
な

く
、
職
員
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

慰
霊
祭

　

十
月
二
十
八
日
午
前
十
時
、
華
翠
会
舘
ホ

ー
ル
に
て
、
利
用
者
と
職
員
が
参
列
す
る
中
、

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
導
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
り「
法
話
」「
読
経
」

が
行
わ
れ
、
明
翠
苑
在
籍
中
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
の
お
位
牌
が
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
帳
に
記
載
さ
れ
た
二
百
九
十
七
名
の
お

名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

利
用
者
と
職
員
の
「
焼
香
」
に
て
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

面
会
の
方
へ

　

十
一
月
に
入
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

面
会
の
際
に
は
、
入
口
で
の
手
指
消
毒
を

行
い
、
備
え
つ
け
の
体
温
計
で
検
温
し
て
い

た
だ
き
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
面
会
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明 翠 苑 の 慰 霊 祭
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10月の出来事

10月１日　「座談会」が行なわれ、
　施設長から利用者の皆さんへ、季
　節の変わり目や、体調管理につい
　て話がありました。
10月10日　滴翠会秋季運動会が行わ
　れ、各競技で皆さん白熱した戦い
　と盛り上がりを見せてくれました。
10月17日　十三夜で食事はもちろん、
　利用者の工作した造花などをお供
　えしました。
10月24日　口腔衛生ボランティアの
　方を招き、口内の健康状態の確認
　や洗浄をしていただいています。
10月28日　慰霊祭が行われ、導師に
　よる法話や読経があり、利用者・
　職員共々、在籍中にお亡くなりに
　なった方のご冥福をお祈りしました。
10月29日　総合防災訓練を行い、ス
　プリンクラーの構造と停止方法等
　の指導を防災業者の方から受けま
　した。

明翠苑ニュース
（10月分）

面　会　　　　　8�件　延���名来苑
ショートステイ　　　�名　延��日利用
ボランティア
　　理 美 容　５名　１日来苑
　　北浦団地　３名　１日来苑
　　売　　店　１名　２日来苑
　　口腔衛生　３名　１日来苑
研　修
給食管理者研修会　　　　�0月１日
リハビリテーション施設研修会

�0月��日
接遇・コミュニケーション研修

�0月��日

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

寒さ対策

　今年は例年に比べ急に寒くなった
と思いませんか？どこのご家庭でも
衣替えを含めた冬への準備が行われ
たことと思います。
　明翠苑でも冬物の衣類を出す・掛
け布団を干す・暖房機の点検や清掃
など行いました。又、暖房機の使用
に伴い、加湿器の設置や保温のため
カーテンを二重にひく対応など、今
後は行っていく予定です。
　高齢者には寒さに敏感な方が多く
います。そして、その寒さを訴えら
れない利用者がいます。そういった
方々にも暖房機をつけるだけではな
く、常日頃から寒がりなのか・暑が
りなのかなどの様子観察をしていま
す。明翠苑では、一人ひとりに合っ
た生活をしていただくと共に、快適
な環境づくりを行っています。
　寒暖の差が激しかった�0月は、特
に利用者の体調管理に気をつけた月
でした。これからは寒さが増し、風
邪やインフルエンザの流行する季節
になります。今年も利用者と職員の
全員が予防接種を受けましたが、そ
れに慢心することなく、今後も体調
管理に気をつけていきます。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
十
六
日（
水
）

参加人数　　　８名（男０名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、鶏肉のトマトソース煮、
　　　　　　　小松菜のチャンプルー、
　　　　　　　マカロニサラダ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　クッキング、ゲーム

　台風26号が日本列島を通過して行きま
した。昨夜から今朝までの雨・風すごか
ったです。まるで家ごと飛ばされそうで
不安でしたね。日中は雨も止み風もだん
だんおさまって来ました。午前中にクッ
キングで洋風芋ようかんを作り、午後、
入浴の後に皆でおいしくいただきました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
二
十
一
日（
月
）

参加人数　　　11名（男１名　女10名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、すり身揚げの甘辛煮、金平
　　　　　　　ごぼう、ほうれん草と黄菊のお浸
　　　　　　　し、フルーツ（もも缶）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ドライブ

　今週１週間をドライブ週間として、
寒くなる前に愛宕山に行って来ました。
天気も良く、すがすがしかったです。
紅葉にはまだ早かったですが、山の上
から街を見たり、途中の柿畑のあざや
かなオレンジ色や季節はずれの桜の花
もありました。天気が続きますように。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
十
日（
木
）

参加人数　　　８名（男０名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　きのこごはん、里芋の煮物
　　　　　　　しら和え、つみれ汁
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　滴翠会秋季運動会

　運動会楽しかったです。魚つり・
缶タワー・パン食い・くす玉割り等々
競技は夢中になって行いました。特
にくす玉割りの中身はデイサービス
の皆さんで作った折り鶴や、飾りで
す。割れるまでドキドキ、割れたら
ワァーッと思わず歓声が出て笑顔に
なりました。

　

新
任
職
員
紹
介

　
　
　
　
　
生
活
相
談
員　

長
谷
川
恵
美　

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
採
用
）

　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
勤

務
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
一
年
近
く

は
全
て
に
無
我
夢
中
で
勉
強
の
日
々
だ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
協
力
し
合
い
、
ご

利
用
者
さ
ん
に
「
楽
し
か
っ
た
�
」
と
言
っ

て
頂
け
る
よ
う
、
そ
し
て
笑
顔
の
絶
え
な
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋 季 運 動 会 へ 参 加 し た 皆 さ ん



FUREAINO MACHIZUKURI平成25年11月１日発行 第 2 75 号

（�）

明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

施
設
入
所
の
基
準

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
、

要
介
護
３
以
上
に
な
る
と
い
う
案
が
出
て
い

ま
す
。

　

待
機
者
が
多
く
、
申
し
込
ん
で
も
な
か
な

か
入
所
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
た
め
、
比
較

的
軽
度
の
要
介
護
１
と
２
の
人
は
在
宅
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
重
度
の

要
介
護
者
を
優
先
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
意
図
の
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
不
安
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
人

暮
ら
し
の
人
や
認
知
症
の
人
は
ど
う
な
る
か

と
い
う
点
で
す
。
認
定
調
査
の
結
果
、
自
分

で
着
替
え
が
で
き
て
、
自
分
で
ト
イ
レ
に
行

け
て
、
自
分
で
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
理
由
で
要
介
護
１
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

け
れ
ど
そ
れ
で
生
活
は
心
配
な
い
と
太
鼓
判

を
押
せ
ま
す
か
？
買
物
は
ど
う
す
る
の
？
布

団
を
干
し
た
り
シ
ー
ツ
を
替
え
た
り
す
る
の

も
重
労
働
で
す
よ
ね
。
調
理
や
片
づ
け
は
毎

日
の
事
だ
し
。
ま
た
認
知
症
の
人
の
介
護
は

家
族
に
と
っ
て
気
が
休
ま
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
経
験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
介
護
度
が
高
い
人
ほ
ど
介
護
に
係

る
比
重
が
高
い
た
め
、
少
し
で
も
早
く
入
所

で
き
れ
ば
、
家
族
の
介
護
負
担
が
軽
減
で
き

る
の
も
確
か
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
介
護
度
で

入
所
で
き
る
で
き
な
い
を
画
一
的
に
決
め
て

し
ま
う
事
は
ど
う
な
の
か
？

　

施
設
と
し
て
も
重
症
の
利
用
者
が
多
く
な

る
と
、
入
院
す
る
利
用
者
が
増
え
る
だ
け
で

な
く
、
医
療
の
依
存
度
も
高
く
な
る
の
で
介

護
職
員
で
は
手
が
出
せ
な
い
利
用
者
も
増
え

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

な
く
て
も
重
労
働
で
身
体
を
壊
し
て
休
ん
だ

り
、
続
け
ら
れ
な
く
て
や
め
て
し
ま
い
、
介

護
職
員
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
施
設
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
入
所
基
準
の
法
制
化
に
対
し
て
、
反

対
意
見
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
な
る
か

は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
に
入
院
中
で
、
退
院
を
迫
ら
れ
な
が

ら
も
行
き
先
が
な
く
、
退
院
で
き
ず
に
い
る

高
齢
者
も
い
ま
す
。
介
護
難
民
と
呼
ば
れ
る

人
が
い
な
く
な
る
よ
う
な
制
度
に
な
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい
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《ミルフィーユカツレツ》
　うす切り肉を重ねて焼いたカツレツは柔らかく冷めてもおいしくいただけます。
　お弁当にもどうぞ。

●材　料（２人分）

　豚ロース薄切り肉 ……… 160g
　　長ねぎ（みじん切り） …… 10g
　　味噌 ……………………… 大さじ1
　　みりん …………………… 大さじ1/2
　　酒 ………………………… 大さじ1/2
　　マヨネーズ ……………… 小さじ1
　小麦粉 ……………………… 適量
　卵 …………………………… 適量
　パン粉 ……………………… 適量
　油 …………………………… 適量

　一人前：エネルギー 130kcal
　　　　　塩分 0.5g

●作り方

① 豚肉を広げ、合わせたⒶをぬり、豚肉と
　 調味料を交互に重ね合わせる。
② ①に小麦粉、卵、パン粉の順に衣をつけ
　 る。
③ フライパンに油をひき、軽く焼き目をつ
　 け、中まで火を通す。
※お好みで調味料に大葉を加えると風味良く
　仕上がります。

慈翠舘　栄養士　山口由香里　

Ⓐ


